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 要  旨 
無線通信の広帯域化に伴い，無線周波数帯域に代表される無線リソースが不足するといった問題が
大きくなっている．これを解決する周波数有効活用技術の一つに，周波数を効率的に利用できるOFDM
（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）方式がある．しかし，信号の包絡線が大きく変動し，
PAPR（Peak to Average Power Ratio）が大きいというデメリットがある．この PAPRの大きさが OFDM
信号を増幅する際に問題となっている． 
















器に B級増幅器を用いた場合には効率 43%程度が得られることを明らかにした． 
また，Dohertyおよび拡張 Doherty送信機特性は本質的に AM-AM特性において非線形を有する
ため，プリディストーション（PD）ひずみ補償回路との組み合わせが必要である．そこで，PD の平均電力
効率への影響も解析した．結果的に，PDの有無による拡張 Doherty 送信機の電力効率特性への影響
は小さく，の最適値およびその値で得られる平均電力効率は PD 無の解析結果に近いことが明らかに
なった． 
